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「第１８回インテリジェント・コスモス奨励賞」 

受賞者・研究課題概要 

 

  （分野順・敬称略） 

１．山形
やまがた

大学
だいがく

理学部
り が く ぶ

  准
じゅん

教授
きょうじゅ

  冨樫
と が し

 貴
たか

成
なり

  

「融解
ゆうかい

金属
きんぞく

錯体
さくたい

分
ぶん

解法
かいほう

による有機
ゆ う き

無機
む き

ハイブリッドナノ粒子
りゅうし

のテーラーメード合成
ごうせい

」 

[概要]  

低温で溶解する金属錯体を擬似的な液相反応場とした単分散ハイブリッドナノ粒

子の無溶媒合成法の開発を行なった。これより、合成時の廃液の低減と単分散ハイ

ブリッドナノ粒子の高収率合成およびサイズ制御をも可能とした。 

 

２．東北
とうほく

大学
だいがく

金属
きんぞく

材料
ざいりょう

研
けん

究
きゅう

所
しょ

  准
じゅん

教授
きょうじゅ

  森
もり

戸
と

 春
はる

彦
ひこ

 

「金属
きんぞく

フラックスを用
もち

いたシリコンクラスレートの新規
し ん き

単
たん

結晶
けっしょう

育成
いくせい

法
ほう

の開発
かいはつ

」  

[概要] 

シリコンクラスレートとは、シリコン原子がカゴ状に結合した物質で、次世代の機

能性半導体材料として期待されています。本研究では、シリコンクラスレート単結晶

基板の実現のために、金属フラックスを用いた新しい結晶育成法を開発しました。 

 

３．東北
とうほく

大学
だいがく

大
だい

学
がく

院
いん

工学研究科
こうがくけんきゅうか

  助教
じょきょう

  安藤
あんどう

 大輔
だいすけ

 

  「自己
じ こ

拡張
かくちょう

性
せい

を有
ゆう

する生体
せいたい

分解
ぶんかい

性
せい

マグネシウム合金
ごうきん

ステントの開発
かいはつ

」 

[概要]  

本研究は、冠動脈疾患治療に用いるステントを生体内で分解可能なマグネシウ合

金で作製することで、血管に留置したステントによる再狭窄や血栓症という問題が

生ず、再手術不要で患者への負担が少ない医療デバイスの開発が目的であ 

 

４．東北大学
とうほくだいがく

未来
み ら い

科学
か が く

技術
ぎじゅつ

共同
きょうどう

研究
けんきゅう

センター 准 教 授
じゅんきょうじゅ

  横田
よ こ た

 有為
ゆ う い

  

  「革新
かくしん

的
てき

金属
きんぞく

線材
せんざい

化
か

技術
ぎじゅつ

の高度
こ う ど

化
か

と実用
じつよう

化
か

展開
てんかい

」 

[概要]   

独自に開発した融液から一工程で合金線材を製造することが可能な手法により、高

い機能性を有する難加工性合金線材を高歩留まり・低コスト・低負荷で製品化する

技術を確立した。 
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５．東北
とうほく

大学
だいがく

大学院
だいがくいん

薬学
やくがく

研究科
けんきゅうか

  助教
じょきょう

  菅原
すがわら

 章公
あきひろ

  

   「抗
こう

炎症
えんしょう

作用
さ よ う

に特化
と っ か

した新規
し ん き

マクロライド EM900の創製
そうせい

と作用
さ よ う

機序
き じ ょ

解析
かいせき

」 

  [概要]  

私たちは、抗炎症作用に特化した新規マクロライド EM900の創製に成功しました。さ

らに、EM900やその誘導体に対する様々な活性試験や動物実験を行い、それらの有効性

を確認することで医薬品開発への道筋を拓きました。本研究が、アカデミック創薬へ

繋がることを期待します。 

 

６．東北
とうほく

大学
だいがく

大学院
だいがくいん

薬学
やくがく

研究科
けんきゅうか

  助教
じょきょう

  平田
ひ ら た

 祐介
ゆうすけ

  

  「トランス脂肪
し ぼ う

酸
さん

の規制
き せ い

ガイドライン策定
さくてい

を目指
め ざ

した包括
ほうかつ

的
てき

リスク評価
ひょうか

」 

[概要]  

循環器系疾患や生活習慣病などの諸疾患の危険因子とされるトランス脂肪酸につ

いて、独自に確立した毒性発現の分子基盤を基にした包括的リスク評価によって、

科学的根拠に基づいた規制ガイドライン策定を実現し、食品安全性の向上を目指す。 

 

７．岩手
い わ て

医科
い か

大学
だいがく

内科学
ないかがく

講座
こ う ざ

 講師
こ う し

  長谷川
は せ が わ

 豊
ゆたか

 

「肥満
ひ ま ん

・糖 尿 病
とうにょうびょう

の克服
こくふく

に向
む

けた褐色
かっしょく

脂肪
し ぼ う

細胞
さいぼう

の機序
き じ ょ

解明
かいめい

」 

[概要]  

脂肪細胞には、白色脂肪細胞と褐色脂肪細胞の２種類が存在する。褐色脂肪細胞は、

血液中の多くの糖や脂質を消費し、熱を産生する機能があるため、肥満の抑制と糖代

謝を改善させる効果が期待できる。褐色脂肪細胞が分化・成熟する分子機構を解明し、

肥満・糖尿病の新規治療の開発につなげる。 

  

８．弘前大学
ひろさきだいがく

大学院
だいがくいん

保健学
ほけんがく

研究科
けんきゅうか

  講師
こ う し

  千葉
ち ば

 満
みつる

 

「細胞外
さいぼうがい

小胞
しょうほう

に着目
ちゃくもく

した新規
し ん き

放射
ほうしゃ

線
せん

被
ひ

ばくバイオマーカーの開発
かいはつ

」 

[概要]  

体液中にはエクソソームという細胞外小胞が存在し、様々な疾患の診断や治療への応

用が期待されている。本研究では放射線被ばくをした際に血液中へ出現するエクソソ

ーム内在性の核酸成分を新たに発見した。 
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９．東北
とうほく

大学
だいがく

病院
びょういん

 腎
じん

・高血圧
こうけつあつ

・内分泌科
ないぶんぴつか

  助教
じょきょう

  三島
み し ま

 英換
えいかん

  

「腸内
ちょうない

細菌
さいきん

叢
そう

を標的
ひょうてき

とした慢性
まんせい

腎臓病
じんぞうびょう

の新規
し ん き

治療法
ちりょうほう

の開発
かいはつ

」 

 [概要]  

近年、腸内細菌叢は様々な病気に関わっていることが明らかになりつつあります。本

研究では腸内菌細菌叢と腎臓病の臓器連関である「腸腎連関」を明らかにするととと

もに、腸腎連関を標的とした慢性腎臓病の新たな治療法の開発を進めてきました。 

 

 

 

「第１回インテリジェント・コスモス東北文化奨励賞」 

受賞者・研究課題概要 

  （敬称略） 

 

１．八戸
はちのへ

工業
こうぎょう

大学
だいがく

大学院
だいがくいん

工学
こうがく

研究科
けんきゅうか

電子
で ん し

電気
で ん き

・情報
じょうほう

工学
こうがく

専攻科
せんこうか

  教授
きょうじゅ

  小坂谷
こ さ か や

 壽一
じゅいち

 

「伝統
でんとう

音楽
おんがく

(津軽
つ が る

・南部
な ん ぶ

三味線
しゃみせん

)保存用
ほぞんよう

自動
じ ど う

採譜
さ い ふ

装置
そ う ち

の研究
けんきゅう

開発
かいはつ

」 

[概要]  

古来より邦楽音楽の伝承は口伝が主であった。この為、時が経るにつれて記憶が

曖昧になり正しい伝承が難しくなってきている。本研究は、津軽三味線を弾けば自

動的に西洋譜・三味線譜が作成出来、記録として保存出来る装置に関する。 

 

 

２．長岡
ながおか

造形
ぞうけい

大学
だいがく

造形
ぞうけい

学部
が く ぶ

建築
けんちく

・環境
かんきょう

デザイン学科
が っ か

  助教
じょきょう

  福本
ふくもと

 塁
るい

  

「東日本
ひがしにほん

大震災
だいしんさい

後
ご

の地域
ち い き

の復旧
ふっきゅう

に寄与
き よ

した企業
きぎょう

の実態
じったい

、特徴
とくちょう

および効果
こ う か

 

～企業
きぎょう

による共助
きょうじょ

－「業
ぎょう

助
じょ

」の概念
がいねん

の体系化
たいけいか

～」 

 

[概要]  

東日本大震災の被災地に立地する企業を事例に、自社の復旧だけでなく、地域の

復旧・復興を牽引した企業の特徴を明らかにし、上杉鷹山が提唱した三助の精神を

源流とする「企業による共助―『業助』」を提唱し、体系化を試みる。 

 

 

 

                 以 上 


